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開   会

1.平成 5年度南西海ブロック赤潮・環境生物研究会は、平成 5年 11月 15日 (月 )13時か

ら16口 (火 )12時まで、広島市の弥生会館において開催された。

2.南西海区水産研究所本城凡夫赤潮環境部長から開会挨拶があった。

3.議長に南西海区水産研究所の今井室長を選任し、議事次第に従って会議を進めた。

議題 1.平成 5年度における赤潮の発生状況と環境条件について

各府県水産試験場の担当官から、平成 5年度における赤潮および貝毒プランクトンの

出現状態、ならびに漁業被害の実態や環境条件の特徴について、報告がなされた。これ

らの報告を受けて、討議と意見交換を行っす
‐

議第 2.研究発表として 6つの話題が提供された。

ア.英虞湾における″θιgroscarDSα  Sp赤潮の発生環境とアコヤ貝に及ぼす影響

提供者  松山 幸彦 (南西海区水産研究所 )
座 長  小泉 喜嗣 (愛媛県水産試験場 )

イ.赤潮発生海域におけるAGP試 験
提供者  本村  凡 {水産大学校 )
座 長  小泉 喜嗣 (愛媛県水産試験場 )

ウ.豊前海における貧酸素水塊について

提供者  神E7i 真人 (福岡県水産海洋技術センター豊前海研究所 )
座 長  内田 卓志 (南西海区水産研究所 )

工.シ ャットネラ赤潮の発生機構について-5か年の東部瀬戸内海広域共Fnl調査結果よリー

提供者  大島  巌 (新 F]本気象海洋株式会社 )
座 長  内円 卓志 (南西海区水産研究所 )

オ.田辺湾におけるギムノディニウム赤潮について

提供者  竹内 照文 (和歌山県水産試験場 )
座 長  青山英一郎 (大阪府立水産試験場 )

力.韓国の有害赤潮について

提供者  高山 晴義 (広島県水産試験場 )
座 長  青山英一郎 (大阪府立水産試験場 )

議題 3.その他

1)研究会の組織と運営について、別添 1の とおり確認がなされた。

―
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別 添 1

赤潮・環境生物研究会の組織・運営方針

1.目  的

本研究会は、勉強会、情報・技術交流、研究発表などを通して、関係機関の研究の発

展に資することを目的とする。

2.取 り扱う分野

赤潮、低次生物生産、汚染など漁場環境に関する幅広い分野を対象とする。

3.運営・組織

(1)関係府県を3つのブロック単位に分け、各単位に代表世話人をおく。代表世話人と

水研担当者とで世話人会を構成する。

(2)世話人会は会の企画・運営に関することを行う。

(3)事務局は南西海区水産研究所 赤潮環境部 赤潮生物研究室におく。
(4)会議の開催

原則として年 1回 とする。ただし、関係機関の希望をうけて随時に開催できる。

(5)開催場所

当分の間「広島市」とする。

(6)ブ ロック単位の構成と代表世話人

プ ロ ッ ク名 関係 府 県 名
代 表 世 話 人

選任システム

度

人

年

話

５

世

成

表

平

代

東 部 ブ ロ ッ ク

四 国 ブ ロ ッ ク

西部 プ ロ ック

事 局

和歌山県、大阪府

兵庫県、岡山県

香川県、徳島県

高知県、愛媛県

広島県、山口県

福岡県、大分県

宮崎県、鹿児島県

(沖縄県 )

南西水研

赤潮環境部

もち廻り、東向き

岡山一兵庫一大阪―

和歌山県

右廻りの毎年交替

香川―徳島一高知

―愛媛県

毎年交替、西向き

宮崎一鹿児島一

広島一山ロー福岡

一大分県

岡山県水試

藤澤邦康 (1

(2年間担当)

香川県赤潮研

吉松定昭

年 目

宮崎県水試

松浦光宏

赤潮生物研究

室長
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出席者名簿

所 属 機 関 役 職 名 氏 名

水産大学校 講
一巾 大
一

本寸 几

中国工業技術研究所 室 長 山 岡 至」 保

主 任 研 究 官 滝 本す 修

研 究 員 布 施 博 之

和歌山県水産試験場 主 任 研 究 員 竹 内 昭
¨

文

研 究 員 小 久 保  友  義

大阪府立水産試験場 主 任 研 究 員 青  山  英 一 郎

兵庫県立水産試験場 主 任 研 究 員 堀 車
ユ

岡山県水産試験場 専 門 研 究 員 藤 沢
〓
オ 康

技 :雨 岩 本 俊 樹

広島県水産試験場
立
ロ 長 大 内 晟

主 任 研 究 員 音
同 山 晴 義

山口県内海水産試験場 研 究 員 馬 場 俊 血
（

徳島県水産試験場 鳴門分場 科 長
士

田 正 雄

主 任 研 究 員 ,易 マ曳 明 彦

研 究 員 ′酉 井 基 介

香川県赤潮研究所 主 席 研 究 員
士

松 定 日召

技 術 /1ヽ 林 武

高知県水産試験場 主 任 研 究 員 岩 山奇 健
五

技 師 織 田 純 生

愛媛県水産試験場 主 任 研 究 員 月ヽ 泉 嗣

愛媛県中予水産試験場 東予分場 研 究 員 薬 師 寺  房  憲

愛媛県中予水産試験場 研 究 員 久 米 洋

研 究 員 菊 池 隆 展

福岡県水産海洋技術センター

豊前海研究所

専 門 研 究 員 神 薗 真 人

主 任 技 師 江 藤 拓 也

大分県浅海漁業試験場 主 任 研 究 員 岩 男 曰印

研 究 員 樋 下 雄

大分県水産試験場 主 任 研 究 員 西 本す 紀

研 究 員 山石 野 英 樹

宮崎県水産試験場 科 長 小 金 丸    隆

鹿児島県水産試験場 主 任 研 究 員 折 田
本́
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所 属 機 関 役 職 名  1   氏 名

研 究 員 1徳 永 成 光

タイ国立沿岸養殖研究所

研 究 員 1上 野 貴 治
_       斗

―

         

―
所      長 1 0opatham Pawaputanon
沿 岸 環 境 科 長 I Kanit Chaivakam

三重県水産技術センター

福岡県水産海洋技術センター

筑前海研究所

本寸

長崎県水産試験場

ドー ー奪 ≪
瀬戸内海漁業調整事務所 長 1 宮  野

員 1 宮   原 ,台    良F

典 志 郎

一̈課
‐
―

一
　
‐

新日本気象海洋株式会社      1 主 杢 研 究 員  大   島      巌

株式会社ミキモ ト真珠研究所    1 主 任 研 究 員 1 永   井   清   仁

南西海区水産研究所        1 所      長 ‐ 畔   田  正   格

1赤 潮 環 境 部 長 1本  城  几  夫

1研  究  室  長 1 内  田  卓  志

1主 任 研 究 官 LLI 口 生
基

千

1 研 究 員 1 松 山 彦幸

井研 究 室 長 1玉 恭

____w墜 田 中 勝 久

1研 究 員 オ申 山 孝 史

1 研   究 員 1 長   崎   妻  三

1 研   究 員 1 板   岡
―――――十一―一

―
―一一―――――■■一‐一 ．Ｌ一叡〓．戊

1研 究 室 長 1今 井 一
―――――――――――――上_____――――――――――――――――+――――――――――――――――――

1研  究  員上 板二 倉_
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英虞湾における″οιθrοcttsα 望・赤潮の発生とアコヤ貝に及ぼす影響

南西海区水産研究所 松 山 幸 彦

1992年に三重県の英虞湾全域で赤潮を形成 した〃θιθrocOρ Sα Sp・ は、アコヤ貝を斃死

させ、真珠養殖に多大な被害を及ぼした。今回の赤潮発生に関して、以下の事実が判明し

たのでここに報告する。

1.赤潮発生と原因プランクトン

今回の赤潮は8月 中旬から下旬 (夏季赤潮 )、 および10月 下旬から11月 下旬 (秋季赤潮 )

にかけて 2回発生した。赤潮を形成した生物は〃θιθrocの sα spである。細胞は洋梨型

で大きさは長さ20μ m前後、幅15μ m前後である。上殻は先端が突出して色素が分布せず、

下殻は丸みを帯びている。横溝は広くて深い。色素は黄褐色で多数、核は楕円形で細胞の

中心に位置する。鎧版はきわめて薄く脆い。緩やかに回転しながら遊泳し、時々くるりと

方向を変えたり、スライドグラスをつついたりする。

2.ア コヤ貝の被害状況

英虞湾における〃θιθroccρ sa Sp.細胞数増加と貝の斃死率は密接に関係 していた。貝

は閉殻と拒食を伴いながら、麻痺状態に陥り最終的に死亡した。斃死が起こる段階で顕著

な貧酸素等は観察されていなかつた。ハマチの養殖場や天然魚に被害が出ていないことか

ら、〃θιοrocttSa spは アコヤ貝を選択的に斃死させることが示唆された。しかしながら、

今のところ被害額は算定されていない。

3.赤潮発生前後の環境条件

夏季赤潮発生の 2週間前に、台風による強い東風のため、湾内表層水の流出、底層から

の外洋水侵入が引き起こされ、湾内が一様に攪拌された。この攪拌現象から2週間後に赤

潮が発生したことから、台風通過による攪拌と赤潮発生の関係が強く示唆された。

4.培養株による斃死実験

秋季赤潮海水中から分離したクローン株を用いて、アコヤガイ稚貝 (殻高6.2± 0 34mm)

の斃死実験を行った。その結果、本渦鞭毛藻の濃度が 5× 103 cellS/dを 越えると48時 間

以内に麻痺状態や斃死等の影響が見られはじめ、104cds/d)以 上では24時間以内にほ

とんどの貝が斃死した。しかし、∬θιυrocQρ sα 甲 .の培養ろ液の添加区では斃死が起こら

なかった。また、赤潮ラフイド藻〃αθrOsjgttα αんαsんjωο添加区では105cellS/dに おい

てもこのような反応は見られず、むしろ餌として摂食された。斃死は鯛の萎縮、外套膜の

収縮および閉殻などの強い拒否反応にはじまり、添加10分前後で心臓鼓動が停止し、その

後斃死した。拒否反応を起こした稚貝では、鯛の組織のみが トリバンブルーに染色された

ことから、少なくとも鯨が損傷を受けたことが推察された。
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赤潮発生海域におけるAGP試 験

水産大学校  木 村 凡

生物間相互作用については、ともすれば、室
内実験で起きた現象と、実際に現場

で起き

ている現象との間にギヤツプが認められる場合
もある。その原因の一端として、室内培養

で得られる赤潮藻の細胞密度は、現場
における個体群細胞密度よりもはるかに高

いという

点があげられる。本講演では、果たし
て、赤潮プランクトンが現場で個体群

を増殖させて

いる細胞密度レベルにおいて、生物問相互作用
の影響が関与しているか否かに

ついて、A

GP試験によリアプローチ (赤潮発生時の現場海水が実際にど
のような生理的物質を持つ

てしヽたかを検知する)に より解析を試みた実験例を紹介
した。

1993年夏季播磨灘沿岸海水の中で、珪藻 Cん
αθιοceros sp.(約 10000cells/d)及び

Sたθιθιοんθma coSιαιam(約 10000cells/d)の bloOm状態におけ
る海水をサンプリングし、

これらの海水 (022μ mミ リポアフイルタ
ーにより無菌ろ過)に Cんαιιοんθι:α αれι

j9“αの

無菌培養を接種し、その増殖を調
べた。その結果、C.α ttι

j9“αの最大増殖速度μ2(MA

x)はいずれも約10回 /dayで、現場に珪藻の出現して
いない時期の海水に比べ、低下も、

上昇も認められなかつた。また、同様な手法
で、G.mjた jmοιο

j赤潮の初期 (38ctts/d、

1993年 、st.11)及 び対数増殖期 (230cells/耐 、
1992年 、st.11)に 相当する海水にC.

αんιι9じαを接種して、増殖に対す
る影響を検討した。その結果、これら

の海水中における

C.α ttι j9“αの最大増殖速度μ2(MAX)も 約1.0回 /dayで、やはり、他
の時期に比べて

大きな変化が認められなかつた。

以上のAGP試験の結果から、珪藻 (CんαθιοCOros sp.、 S々θ
ιθιοんθmα COSιαι

“
772)や 、

G.屁ιんjmοιοjが、現場で個体群を増大させて
いる時期では、これらの植物プランク ト

ン

が、少なくともC.α ttιι9“αの増殖を阻害す
る物質を生態学的な戦略として機能さ

せてい

る可能性は低いと推察した。

本講演では、その他、周防灘沿岸海域におけ
る各種環境因子とAGP値 をもとに、本海

域におけるQ"ηο醐んjじm mιたjmoιοιの赤潮発生要因を解析した結果
についても考察し

た。
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豊前海の貧酸素水塊について

福岡県水産海洋技術センター豊前海研究所  神 薗 真 人

豊前海 (周 防灘南西部海域)では成層の発達する夏季に底層水の貧酸素化が進行する。

1991年 および1992年 に行った現地調査結果をもとに、当該海域での貧酸素水塊形成機構

について検言寸をおこなった。

1991年の観潰1結果を2層ボックスモデルにより解析 し、移流・拡散といった物理過程と、

底層における生化学的な酸素消費過程の時間的変化を見積もった。その結果、水深10m以

浅の浅海部底層では 1週間以内という短時間で貧酸素が進行すること、また、その場の酸

素消費速度の急激な増大が貧酸素水塊の形成に寄与していることがわかった。この時、D

Oの供給は約80%が鉛直拡散によって、約20%が水平移流によってなされていた。水深10

m以深の沖合底層では、酸素消費速度の時間的変動や水平移流によるDOの供給は、底層
のDO収支に影響を及ぼすほど顕著ではなかった。
1992年 の観測から、浅海部底層における急激な酸素消費速度の増大する要因として、増

殖した植物プランクトンの枯死、沈降、分解、あるいはいったん沈降した底層堆積物が波

浪等により再懸濁され急激に分解されるといった過程が考えられた。

また、浅海部においては透明度がよい場合には底層水中にも十分光が供給され、その結

果底層水中において活発な光合成が行われ、酸素が生産され、形成された貧酸素水塊が解

消される可能性が示唆された。
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シャットネラ赤潮の発生機構について
-5か年間の東部瀬戸内海広域共同調査結果よリー

新日本気象海洋株式会社 大島

1988年 から1992年の 5年間にわたって東部瀬戸内海 (播磨灘・紀伊水道、大阪湾は初期

の 3か年のみ)において、シャットネラ赤潮発生機構解明のための広域共同調査を実施し

た。調査を担当したのは兵庫県・岡山県・香川県・徳島県 。大阪府・和歌山県及び民間で

ある。ここでは、これまでに得られた結果について以下に簡単に紹介した。

(1)解析の方針

既往の知見及び文献などを整理した結果、シヤットネラ赤潮が発生するにはシストの発

芽の促進と、発芽した栄養細胞が好適な環境要因で大増殖する 2つのステップが必要であ

ることがわかった。前者のシストの発芽については底層水温が最も重要であることから、

播磨灘の底層水温の昇温機構に絞って検討した。また、後者については物理・化学的要因

の他に生物的要因についても重要であることが示唆されていることから、これらの情報を

できるだけとりこんで検討した。

(2)播磨灘の底層水の昇温機構

播磨灘・大阪湾・紀伊水道におよぶ海域についての水温・塩分の詳細な観測結果をもと

に、水塊解析を行った。それによると、播磨灘の底層水の形成に関しては明石海峡ではな

く、鳴門海峡を通しての海水の交換が大きく効いていることが明らかとなった。このこと

は、播磨灘底層水の昇温はそこへ流入する鳴門海峡外側の紀伊水道表中層水に大きく依存

していると言える。また、この紀伊水道水自体も外洋の海況に依存していることが考えら

れ、実際、赤潮の発生はそのほとんどが黒潮の蛇行時となっている。このことから、黒潮

の蛇行が赤潮の長期予察の指標となると考えられる。

(3)シス トの分布密度

底泥に含まれるシストの量を計測した結果によれば、シス トは多 くても500cells/cポ泥

である。底泥10cFll中 に一様にシス トが存在し、これが一度に全部発芽して表層 5mに集積
したとしても10cells/dに しかすぎないことかあ、赤潮の発生のためにはシストの発芽に

加えて栄養細胞が大増殖することが必要であると言える。

(4)赤潮プランクトン増殖の制限要因

過去 5か年の赤潮の発生状況と環境要因 (物理・化学的環境要因に限定)と の関連から、

赤潮プランクトンの増殖に影響を及ぼす環境要因を選定した。増殖を左右する要因として

は水温・照度・栄養塩があげられる。この中で水温は23～ 28℃ であれば、増殖は好適に保

巌
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たれている。また照度については、透明度が 7～ 10mあれば水深が 9～ 10数 mま では十分

に増殖できることから、現場海域の水温・Л蕉度は比較的好適な条件であると考えられる。

さらに栄養塩について見ると、DIN(NH4~N+N03~N)は 増殖の半飽和定数 (10μ g―
atm/ι )を大きく上回つていることから増殖の制限にはなっていないが、I― P(P04~
P)は上中層ともに半飽和定数 (01lμ g一 atm/ι )を大きく下回る時期が見られ、この

時には増殖が大きな制約を受けることになる。以上のことから、赤潮プランクトンの増殖

に影響を及ぼす環境要因は栄養塩のP04~P濃度であると言える。

(5)過去5か年の赤潮発生・非発生の原因

過去 5か年の赤潮発生状況は1989年度が局所発生年である他はいずれも非発生年であっ

た。シス トの発芽に重要である底層水温を見ると、1989年度、1990年度は高水温移行型で

あり、1988年度、1991年度は低水温移行型である。また、1992年 は前期が高水温移行型で

あるが、後期は低水温移行型である。

一方、発芽した栄養細胞が増殖するのに制限となっていると考えられるP04~P(特 に
Om、 10m層 )を 見ると、1988年度は半飽和定数を上回つている。1991年度、1992年度は

半飽和定数をそれほど大きく下回ることはない。これに対して、1989年度、1990年度は半

飽和定数を大きく下回っており、特に1990年度はこの傾向が著しい。1989年度は栄養塩の

枯渇にもかかわらず赤潮が局所的に発生したのは、台風の影響による鉛直混合などによつ

て上中層の栄養塩が半飽和値を越える時が見られ、その少し後に赤潮が局所的に発生して

いる。

このことから、高水温移行型であり、且つP04~Pが半飽和定数を上回る条件を満たし
ている1989年度だけが赤潮が局所的に発生しており、他の 4か年は両者の条件が満たされ

なかったことによって非発生であったと考えられる。

(6)水塊の成層状況を含む総合的環境要因と赤潮の発生状況との関連

赤潮局所発生年である1989年度について、Gαんιι9“α細胞数の変動を水温・塩分・密

度の鉛直分布、栄養塩濃度 (上中下層 )、 日中の平均照度が C.αんιj9“α増殖の半飽和値と

なる水深 (光半飽和深度)な どから総合的に検討した。

その結果、C.αηιι9“αの細胞数が増加しているのは、以下のような状況の時であつた。

まず、何らかの原因で珪藻プランクトン数が減少し、これによって透明度が増大している。

この時、水塊が成層していれば躍層以浅では栄養塩 (P04~P)がほとんどゼロに等 しい

が、躍層以深では栄養塩が豊富に見られる。そして、光半飽和深度が躍層以深であれば、

C.αれιj9じαが数cells/d細胞から数10細胞まで増加している。特に上層・中層に豊富な栄

養塩が何らかの原因で供給された時に、数100～ 1000cells/皿 近 くにまで増加 している。

この栄養塩供給過程については灘の位置によって異なることが考えられ、兵庫沿岸域では

陸域からの供給及び明石海峡を通じての供給、灘南部の香川県沿岸では鉛直混合による供

給過程が示唆された。
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田辺湾におけるQ"協οごjん jαれ
“

jたjれοιοj赤潮について

和歌山県水産試験場 竹内照文・小久保友義

田辺湾では Q"πο醐んjじm mιたjttοιοι赤潮が1977年 に初めて確認されて以来、 1993年

までの17年間に11件発生している。赤潮の発生時期は7月 下旬から9月 上旬頃までのこと

が多く、一件当たりの継続日数は10日 以上のものが大半で、1988年 と '89年の赤潮は 2ケ

月近くに及んでいた。

1990年 と'91年の赤潮時の調査から、本種の群生長は中層群を中心に進行 し、初期出現

から赤潮密度に達するまでの生長速度は0.2～ 0.55 divisions/dayで、細胞密度の増加に

伴つて生長速度が 2倍以上速くなった。また、赤潮直前には表層群が急激に増加していた

が、中層群からの細胞の添加によつて表層赤潮が形成されたものと推察される。本種は初

期出現の段階には全湾に分散して出現していたが、次第に南部域で極限しながら増加し、

ここで小規模な赤潮を形成した。その後、分布の重心が東部域から北部域に移るとともに

全湾に拡大して、一部は湾外に流出した。

また、本種は冬季の低水温期にも10～ 102 cellS/で の密度で全湾に分散 しながら出現 し

ていることが確認された。

田辺湾では春～夏季に〃θιθrosなれααたαSんjωοとProrOcθ ttι ram sppに よる赤潮が多

発していたが、二 αたαsん加ο赤潮が多発する年には G.mιたιttοιοιの赤潮が発生せず、ま

た、ProrOcθんιr“m spp.の赤潮が頻発する年には、その後、G.腕ιたjttοιοιの赤潮が発生

する傾向が窺えた。

湾口北側で行っている定置観測 (水産増殖試験場)の結果から、 5月 の平均水温が20.0

℃以下で、 7月 上旬の平均水温が24.5℃ 以上の年には G.mjたιttοιοjの大規模な赤潮が発

生する傾向が認められた。これは両期間の水温の高低よりもこの間の水温上昇が重要であ

り、 5月 から7月 上旬まで、外海水の進入が弱く、日射によって水温がスムースに上昇す

る年に本種赤潮が発生しやすいことを意味していると考えられるが、更に検討が必要であ

る。
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韓国の有害赤潮について

広島県水産試験場 高 山 晴 義

10月 10～ 16日 の間、韓国国立水産振興院を訪問し、最近の赤潮発生状況などについて以

下のとおり情報を入手した。

韓国では鎮海 (Chinhae)、 忠武 (Chungmu)、 麗水 (Yttsu)な ど、慶尚南道や全羅南

道の南海岸で魚貝藻類の養殖が行われているが、養殖漁業が発達するに
つれて赤潮および

貝毒による被害が生じるようになっている。特に問題になっているプランクト
ンは次のと

おりである。

1.Gy麓几οdん j“m mjん jttοιOj

1981年 に鎮海湾で大発生 して以来、1980年代は本種赤潮がたびたび発生 したが、
ここ数

年は大きな漁業被害は生 じていない。

2.Gyrodん j“m sp.

1992年 8月 に忠武で発生 し、ヒラメなどが大量斃死 した。ほとんど全ての斃死魚の内臓

に出血跡が見られたのが特長であつた。体長は約30μ m、 体幅は約23 27μ mで、おそ ら

く未記載のプランク トンである。なお、本種 と思われる生物を広島湾な
どで観察したので、

今後、我が国でも注意が必要である。

3. Cocんιοごjttι

“
m pο″んrιたο

jごθS

1993年は韓国も冷夏に見舞われ、表面水温が 3℃程度低かった。その影響か、この夏に

韓国では初めてCerαι
j“mル rCaの赤潮が発生した。これによる漁業被害は起 こらなかっ

たが、10月 になって鎮海湾でC.PO″たrjんο
jごθS赤潮が発生し、ヒラメを中心に被害が生

じた。

4. ノ4ιθχα几ごrιじ屁 ιαttαrθttsθ

4～ 5月 にス.ιαmarθttsθ が101～ 102程度まで増殖 し、ムラサキガイなどが毒化する。

その他、韓国沿岸では∬θιθro斃腕ααたαSんjωoが頻繁に発生するが、αttιιοんθιια赤

潮は発生 したことがない。また、麗水などでは毎年 Мιzscん
jα
 pしれgθEsが増殖するので、

今後ASPが問題になる可能性がある、ということであつた。
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機 関 ・ 役 職  1 氏  名 対 象 分 野

和歌山県水産試験場

開発 部 主任研究員

員究研

竹 内

小久保

Te1 07356-2-0940:Fax 07356-2-3515

1 奮|][チ :子 :II多言言lil:雲 .漁場環境の保全
大阪府立水産試験場

第 1研究室
主任研究員

第 3研究室
主任研究員

Tel.0724-95-5252:Fax.0724-95-5600

山

　

持

主目
　

矢

兵

唇ぅぎ覇

閣

711:晃 昌 埋 井

蹴

暮η l堵1曇静雰ill[π 蝙 史

厄 付

尋予

辟耕

婦 馨 渠 i・ピ ‖璽 サι

:∫

'ヤ

掌言誉
y量
生翔

広島県水産試験場        Tel.o823-51-2171:Fax.0823-52-2683
資源環境
馨任騨究言1沓 富 晴 曇1奪塁偶轟筆婁栃形態と生態

山口県内海水産試験場

環境生物科 科  長
研 究員

研究員

Tel.083984-2116:Fax.083984-2209

]登]|[骨[与::テ]夕:][:]][術

山

場

桃

馬

岡平

徳島県水産試験場 鳴門
調査科 科   長

主任研究員
研 究 員

彦

介

明

基

浅

井

錫

士
口
　

　

湯

酒

Tel.0886-88-0555:Fax.0886-88-1622
正 雄 |シ ャットネラの発生環境と生活史

貝毒プランクトンの発生と毒化機構
ギムノディニウム赤潮の発生機構
漁場環境・プランクトン生態
漁場環境・赤潮プランクトン

徳島県水産課
上席専門技術員

|

角

Te1 08847-7-1251

至 1漁場環境・
:Fax 08847-7-2744
赤潮発生予察

香
な
赤
翼
],I第螂 京彙ξピ1舅1菱II』IX)

高知県水産試験場

漁場環境科 科 長
主任研究員
技 師

仁

健

純

田

崎

田

広

岩

織

Te1 0888-56-1175:Fax.0888-56-1177

Elfi署]誌量頁曇対策

南西海ブロック赤潮関係者名簿
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~~~三
関・役職 1氏 _上土 _

愛媛県中予水産試験場 東予分場    Te1 0898-66-4457:Fax 0898-66-3668

-一――            ―重」型ジ墜登型重査型生璧■____
愛媛県中予水産試験場      Tel.o899-83-5378:Fax.0899-83-5570
企画開発室     |       |

海洋一般
物理的手法を用いた海洋構造の解析

洋

展隆
米

池

久

菊

員

員

究

究
研

研

0895-29-0236:Fax.0895-29-0230
嗣
1馨霜播現2てみをあ書稽倶

殖機構
Ｔ
童
ロ

泉小
愛媛県水産試験場

開発室 主任研究員

福岡県水産海洋技術センター豊前海研究所

海洋研究課 課  長 1荒 田 倣 生
専門研究員 神 薗 真 人
主 任 技 師 1江 藤 拓 也

Tel.0979-83-2720:Fax.0979-82-5599
赤潮一般
ギムノデイニウム赤潮の形成機構

ギムノデイニウム赤潮と生活史

大分県浅海漁業試験場

研 究 部 主任研究員
研  究 員

男

下

岩
樋

Tel.0978-22-2405:Fax.0978-24-3061

雄 量1弊縁秀曇室撃予察及び貝毒
大分県水産試験場

漁場環境部 主任研究員
研 究員

Te1 0972-32-2155:Fax.0972-32-2156

製 組1泉言雰鼎〒算ふ暴言
調査
   __

村
野

西
岩

宮崎県水産試験場

増養殖部 部

養殖環境科
技

0985-65-1511:Fax.0985-65-2121, -1163

富|[革 :量言t有貫]を言言槽暑::炉
Ｔｅ
靖
　
光

長

長

師

科
都 原
小金丸
松 浦

鹿児島県水産試験場

副 場 長・生 物 部 長
生 物 部 主任研究員

研  究 員
化 学 部 部    長

員究研

牧

田
永

上
野

荒
折
徳
北
上

Te1 0992-26-6415:Fax 0992-39-5162

所

長

長

長

勤
　
係
係

整
　
導
査

綱
課
指
調

轍
朝
戸
指
瀬

野

田
山

宮
永
松

Tel.078-392-2281:Fax.078-392-0464

[志:|〔
『魃 11ζ奪潮螢機糞日弱馨2弱董糧童

南西海区水産研究所

赤潮環境部 部  長
海況動態研究室長

主任研究官

研  究 員
漁場保全研究室長

主任研究官

研  究 員
研  究 員

赤潮生物研究室長

研  究 員
研  究 員

Ｔｅ
几

卓

峰

幸

恭

勝

孝

　

一
　

慶

城

田

口
山

井

中

山

岡

井

倉

崎

本
内

山

松

玉

田
神

板

今

板

長

0829-55-0666:Fax.0829-54-1216
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